
｜地域やさしさプラン｜

第２次滝沢市総合計画　地域別計画

　滝沢市における根幹の計画である「第２次滝沢市総合計画」がスタートいたしました。そして、各地域ととも

にワークショップを開きながら、地域自らが実行していく「地域別計画（地域やさしさプラン）」を策定いたしま

した。今後、振り返りをしながら市民一人一人がやさしさを広めていきましょう。
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　私たちの地域は、前九年の役で源義家が巨大な釡で兵

馬に給仕したことから大釡と呼ばれ、現在も八幡神社、

八幡館山などにその名が残っている歴史の深い地域です。

　地域内には雫石川が流れ、近年

まで水田を中心とする農村地帯と

して発展してきました。

　現在では国道46号とJR田沢湖線

などの広域交通網の発達により市

の南の玄関口として都市化がすす

み新しい地域づくりが進んでいま

す。

り推進会、老人クラブ、子ども会育成会、滝沢

南中学校PTA、滝沢市議会議員（順不同）

滝沢市
（R5.3.31）

割合

人　口 54,961人 2,524 人 4.6％

世帯数 23,979 世帯 1,051世帯 4.4％

◀

地域の紹介

◀

地域の情報

◀

八幡館山からの眺望

（R5.3.31）
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交通の便がよく、盛岡にも近いため、暮らしやすいです。

自然環境と市街地のバランスがいいです。

組織も人も健康づくりに積極的です。

人と人との繋がりが深く、結いの精神があります。

過ごしやすい気候です。

稲作から果樹まで、農業が盛んです。

人口が増えている地区があります。

目指す！

地域の姿 みんなで創るふれあいと活気あるまち　大釡

地域の現状と課題

目指すべき地域づくりの方向性

住宅用地が少なく、まちの発展性がありません。

車移動が必須で、今後高齢者を中心に交通支援が必要です。

災害を想定した対応が必要です。

道路整備など交通安全対策が必要です。

ゴミ捨てマナー向上が必要です。

世帯数が多い地区では雪捨て場が不足しています。

活動への参加が少なく、関心が低くなっています。集合住宅に住む人との接点構築も難しい

と感じています。

子どもが少なくなっており、防犯面で不安があります。

耕作放棄地が増え、管理が難しくなってきています。

１．誰もが暮らしやすく、自然と市街地が調和したバランスがよいまち

安全・安心な環境を構築しながら、周囲の自然と市街地のバランスがよく、発展していくまちに

していきたいです。

２．「お互いさまの心」で安心して健康に暮らせる笑顔あふれるまち

繋がりが深く助け合い、お互いを理解できるまち。そして健康で笑顔が広がる地域を目指します。

３．住民が交流し合い、住みたい・住み続けたいと思えるまち

農業体験を通して継承にも取り組み、住んでいる年数にとらわれずにみんなが地域活動に参加・

交流できる地域にしたいです。
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具体的な取組

１．誰もが暮らしやすく、自然と市街地が調和したバランスがよいまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

住宅地を広げたいです。 市及び地域の発展のため、市に要望します。

暮らしに必要な施設を要望します。

スポーツ施設、店舗、病院、銀行等の暮らしを支える施設誘致について、

市に要望します。

若い世代の働く場の確保を要望します。

防災対策を行います。
近年は水害も多く、周辺の自治会とも連携した訓練を検討します。

非常食の試食会など、新しい訓練の実施を検討します。

交通安全対策を行います。
危険箇所を把握し、市に要望します。

自治会を中心に行っている活動を継続していきます。

環境美化活動を行います。

年３回のクリーン作戦を継続していきます。

参加者が減少傾向なので、参加者確保の工夫を行います。

ごみ捨てルールづくりを行い、周知を徹底します。

道路網や公共交通対策を検討します。
細い道路の拡幅整備を市に要望します。

公共交通の充実を市に要望します。

２．「お互いさまの心」で安心して健康に暮らせる笑顔あふれるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

健康づくりの取り組みを継続します。

若い世代の関心事を調べ、企画していきます。

百歳体操やいきいきサロンの活動を継続していきます。

地域内のランニング等の企画をします。

高齢者の暮らしを支援します。

ゆいづくり事業を継続していきます。

小学校との連携を図ります。

高齢者施設と連携し、災害対応など一緒に活動を実施します。

広報の充実を図ります。

現在の広報紙の充実を図ります。

住民や子どもと記事を書く仕組みをつくります。

企業などから生活に役立つ情報を掲載してもらいます。

地区内の掲示板を活用し、回覧で見忘れた人も見られるように工夫します。

ＳＮＳやＨＰの立ち上げを行い、活動を紹介します。

子ども達の教育環境を整えます。
充実した公園になるよう、市に要望します。

スクールガードの担い手が少ないため、負担の少ない仕組みづくりをします。

地域の歴史を大切にします。
地域の歴史を学ぶ副読本を作成し、小学校で活用してもらいます。

小中学校で地域の歴史を調べてもらい、広報紙等で紹介します。

３．住民が交流し合い、住みたい・住み続けたいと思えるまち

取り組み項目（何をするのか） 実施方法（どのように進めるのか）

女性、若い世代および学生の協力体制

をつくります。

子ども会と連携して事業を実施します。

イベント後の懇親会を実施します。

地域全体の交流の機会を設けます。

イワナのつかみ取りを復活できるよう検討をします。

挨拶を交わし、お互いを知ることができる環境づくりを勧めます。

交流できる場所の確保に努めます。

八幡館山の近くに駐車場とトイレ整備を要望します。

旧看護短大体育館の利用を打診します。

地域資源を活用します。 コミュニティセンターの調理室を活用し、地産地消イベントを企画します。



◀

地域の写真

私たちの地域には、自然・歴史・文化に育まれた伝統芸能・

食文化・景観・自然環境など、次の世代に継承したい宝物が

あります。

地域の

宝物
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雫石街道日向一里塚

平成21年　八幡館山遺跡が村指定遺跡として登録

８年間（令和６年度～令和13年度）

令和６年４月１日　策定

施設名 住所 問合せ先

篠木小学校※ 篠木中屋敷 60

滝沢南中学校※

滝沢勤労者

　　体育センター※

ティセンター※

施設名 住所 問合せ先

盛岡西警察署

簡易郵便局

篠木明法 22 16

雫石川塩の森渓谷

◀

地域の施設  ※印のある所は指定避難所です

◀

計画期間

◀

地域づくりの歴史


